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会長あいさつ

5 月１日、皇位継承が行われ新天皇の即位と共に、いよいよ平成が終わり、

令和の御代が幕を開けました。

振り返ってみれば、平成の３０年は激動の時代でした。バブル景気のピークと

ともに迎えたものの、間もなくバブルは崩壊し日本は俗にいう「失われた二十年」

に突入、不良債権処理の遅れによる金融システムへの不安や国際競争力の低下、

そして総理大臣が毎年変わるという政治の機能不全などにより、株価は長期低

迷に陥り一時は最高値の５分の１以下まで落ち込んでしまいました。多くの企業

は採用を減らし、就職氷河期と言われた時期が長く続いた為、フリーターや派

遣など非正規雇用者の増加に繋がり、低賃金、年金未加入など将来に不安を抱

く世代が多く生まれています。２０１２年末に第二次安倍内閣が発足し、アベノ

ミクスによりようやくデフレ脱却、景気回復、増収など経済状況は好転しました

が、一方で少子化などによる人手不足が、特に我々中小零細企業には深刻な問

題となっています。

またこの間には多くの犠牲者が出てしまった阪神淡路大震災、東日本大震災、

熊本地震などや各地での台風、大雨による大水害など未曾有の大災害が相次ぎ、

深い悲しみが未だに記憶として残っています。自然災害の発生は無くす事は出

来ませんが、インフラの整備や常日頃の備えを怠らず、減災に積極的に取り組

むなどして、令和の時代が災害の少ない平和で穏やかな日々であってほしいと

思います。

令和元年の今年は、港南区制５０周年という記念すべき年でもあります。港

南区では「愛あふれる・ふるさと港南に」を５０周年記念事業の基本テーマとし

ました。これは今まで皆で育んできた「あいさつ」「ささえあい」「たすけあい」

「みまもりあい」等、たくさんの「愛」の輪を５０周年をきっかけに未来を担う子

供たちにつないでいきたいという思いが込められています。区内の各団体による

記念イベントも多数開催されております。メインとなる記念式典及び記念イベン

トは１１月２日（土）、毎年恒例のこうなん子どもゆめワールド開催時に「ひまわり

フェスタ２０１９」として、様々な催しが行われます。港南区工業会に於いてもそ

の一環として港南スポーツセンターをお借りし、区民の皆さんにも参加をしてい

ただける「おとなの体力測定」というイベントを開催いたします。握力、反復横

跳び等、昔懐かしいスポーツテストを行い、今の自分の運動能力を把握するこ

とでこれからの健康について考え、生活習慣を見直すきっかけにしていただきた

いという思いで企画いたしました。会員の皆様はもとより、ご家族、従業員の皆

様にもこの機会に是非チャレンジをして頂き、区制５０周年、そして地域に根ざ

した港南区工業会の活動を一緒に盛り上げて頂ければ幸いです。どうぞよろしく

お願い致します。

会　長

稲村　直之

表紙説明
研修旅行で訪れた鬼怒川温泉の吊り橋からの風景

2018 年 10 月
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区長あいさつ

港南区工業会の皆様には、日頃から港南区の事業にご支援・ご協力をいただき、誠に
ありがとうございます。

この度の区制５０周年記念事業に対しましては、多大なるご協賛・ご協力を賜り、心よ
り御礼申し上げます。

１１月には記念式典やひまわりフェスタのほか、区内各地域で様々な５０周年記念イベ
ントが催されます。工業会の皆様におかれましても、「おとなの体力測定」イベントを企
画していただいております。企業の「健康経営」の推進とともに、健康づくりの取組に感
謝いたします。

また、企業の皆様が地域での活動にご尽力くださり、地域交流を通じて「見守り・支え
あい」にご協力いただいていることは、港南区の安全安心なまちづくりの大きな支えです。

近年は様々な地域で大きな災害が発生していますが、港南区でも「防災・減災」の重
要性を認識し、特に今年は「在宅避難」の啓発を進めています。自宅での避難生活を可
能とする各個人の事前の準備を推奨しています。

誰もが安心して住み続けられる「ふるさと港南」を創り、未来を担う子どもたちにつな
げてまいりますので、今後も工業会の皆様のご協力をお願い申し上げます。

最後になりましたが、港南区工業会の益々のご発展と会員の皆様のご活躍を祈念いた
しまして、挨拶の言葉とさせていただきます。

経済局長あいさつ

港南区工業会の皆様には、日頃より経済行政に多大な御理解と御貢献を賜り、また区
内のイベントへ協力されるなど地域活性化へも御尽力いただいておりますこと、厚くお礼
申し上げます。

今年度、経済局では企業の皆様の喫緊の課題である人材確保や、生産性の向上に重
点を置いた支援施策を展開しています。新たな取組の一例として、人材確保では、外国
人材の活用に向けて、合同企業説明会を１０月及び１月に開催します。生産性の向上では、
小規模事業者設備投資助成事業を創設しました。

さらに、１０月の消費税率引上げを踏まえた取組として、８月に特別経営相談窓口を設
置し、駆け込み需要の反動減等による売上減少などの相談に対応するとともに、制度融
資において短期間の売上減少等を要件とする「消費税対応特例」を１０月１日に創設し、
資金繰りを支援します。

また、本市は今年１月に「イノベーション都市・横浜」を宣言し、１０月には、ベンチャー
企業成長支援拠点を関内中心部に開設する予定です。
「東京２０２０オリンピック・パラリンピック」など、投資を呼び込む絶好の機会と捉え、

経済局としても、企業の皆様と一緒に横浜経済のさらなる成長・発展に取り組んでまいり
ますので、お力添えをよろしくお願いいたします。

区　長

今冨 雄一郎

経済局長

林　琢己
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総 務 部 だ よ り
引き続き総務部長を拝命しております（医社）成

澤会清水橋クリニックの成澤です。私事ではござい
ますが、今年で５５歳になりました。市工連の横浜
青年経営者会も卒業になりＯＢ会員になりました。
若いつもりでいましたが、あらためて時のたつのは
早いと感じております。昨今は事務局の志澤さんも
お仕事に精通していただき大変助かっています。

ここ数年は地域の団体が連携をしていくことの重
要性をより感じることが多くなりました。当会が稲
村会長を筆頭にその役割を果たしていけるよう会員
の皆様のサポートをいただければ幸いです。

当会の黒子的な存在を目指し活動していくととも
に、会の発展のために貢献してまいりますので今後
ともよろしくお願いいたします。

 ５月２３日（木）に上大岡のウィリング横浜にて 
来賓９名、会員３５名の出席で開催されました。 恒
例の高梨副会長をはじめとする方々によるお茶のお
もてなしがなされ、ご来賓の皆様にご好評をいただ
きました。 上程された議案も滞りなく可決され、表
彰式では、優良工業従事者市長表彰者１名、港南区
工業会会長表彰 ５名への表彰状と記念品の授与がな

されました。終了後、当会理事である横浜信用金庫
小佐野支店長と筑紫支店長による名司会で懇親会が
開催されました。新入会員２社（合同会社 吉田高圧
機械　横浜市民共済生活協同組合上大岡普及サービ
スセンター）の紹介がありました。

楽しい懇親のなか、盛会のうちに閉会となりました。

第３８回 通常総会

総務部長　成澤　宏
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■優良工業従事者表彰（敬称略）

氏　　　名 事　業　所　名

村 上 美 幸 港南テクニクス株式会社

■優良工業従事者表彰（敬称略）

氏　　　名 事　業　所　名

岡 野 富 茂 子 株式会社イータウン

田 中 久 子 株式会社イータウン

中 村 律 子 株式会社イータウン

坂 本 信 子 港南テクニクス株式会社

原 ま ち 子 港南テクニクス株式会社

横浜市長表彰 港南区工業会会長表彰

表彰受賞者名
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「消費税軽減税率対策セミナー〜消費税軽減税率導
入と消費税転嫁対策〜」

１１月２７日（火）清水透税理士 （清水透税理士事
務所）によるセミナーがありました。 横浜信用金庫

上大岡支店会議室にて『消費税軽減税率のポイント』
を 短時間の中で集中して学ぶことができました。講
演後には場所を移して近くの＆屋（あんどや）にて
忘年会が和やかな雰囲気の中行われました。 

１月２３ 日（火）ローズホテル横浜にて賀詞交歓
会が開催され、和やかな雰囲気の中楽しい時間が過
ぎていきました。当会の伝統であります開会前のお
茶のおもてなしがなされ、出席の方々にご好評いた

だきました。 今回は、湯川理事の紹介によるバンド
の生演奏が行われました。盛会のうちに無事お開き
となりました。

セ　ミ　ナ　ー　＆　忘　年　会

賀　詞　交　歓　会
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コ ミ ュ ニ テ ィ ー 部 だ よ り
日頃より港南区工業会コミュニティー部の運営に際

しまして各段のご理解、ご協力を賜りありがとうござ

います。

コミュニティー部では業種、年齢に囚われることの

ない闊達な会員交流を進め、深めるべく当会だけでな

く、地域内の他団体との交流活動も積極的に取り組み

様々な活動を行っております。

他方では当会においても多分に洩れず会全体の高齢

化、会員減少もあり世代交代や若手会員の増強が大き

な課題となっておりますが、現実的にはとても厳しく

効果的な活動を行いより地域での知名度を向上させ会

の活動が周知され会員になって頂く事が重要な時期に

あると感じております。

そこで、これまで以上に会員企業様の従業員様にも

多々ございます催しにも積極的にご参加頂き、地域の

草の根交流が進むよう経営者様におかれましてはより

一層のご理解とご協力をお願い出来れば幸いです。

短時間で地域文化が継承される事はありません。や

はり日々の積み重ねにより地域の雰囲気（文化）は形

成されていくかと思われます。「なんか楽しい」「何か

出来そう」と言った雰囲気が醸し出され、積極的な参

加により新しい交流が生まれればと期待致しておりま

す。

元気で健康の秘訣は、“ やる気 ” と “ わくわく感 ”

それと “ ちょっとした緊張感 ” ではないでしょうか？ 　

ちょっとした事がきっかけで動く事も多分にございま

す。

気兼ねなく参加され、会話し、時には熱く語り…、

そんなコミュニケーションの場をご提供するのが部の

役目でもありますので、今後とも会員の皆様が積極的

に各イベントにご参加頂けますよう宜しくお願い申し

上げます。

コミュニティー部長　達知　剛志

港 南 区 工業 会ゴルフコンペは、

磯子カンツリークラブや近隣のゴル

フクラブを中心に年間５回開催を目

標に活動致しております。

昨年度は、残念ながら２回の開

催に留まってしまい開催を心待ちに

して頂いておりました皆さまには大

変ご迷惑をお掛け致しました。

コンペは多くの会員様や南事業

会からもご参加を頂きましたが、今

後は他地域、団体にもお声掛けを

進めより深く交流が進められればと

考えております。

また、ゴルフコンペも若手が少ない状態ですので、是

非若手にも積極的にゴルフコンペへの参加頂くようお声

掛けも継続的に行い活気をづけて参りたいと考えており

ます。

折角のゴルフです。楽しく、元気にプレー出来るよう

健康管理に留意頂きより多くの会員の皆様にご参加頂け

ますよう、今後とも宜しくお願い申し上げます。

　ゴ　ル　フ　会

第１３２回ゴルフコンペ
　１２月１１日（火）
　磯子カンツリークラブ  　
第１３３回ゴルフコンペ
　６月２５日（火）
　磯子カンツリークラブ
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当会の催しで毎年多くの会員企業様の若手
従業員の方にも参加を頂けるのがボウリング
です。

老若男女問わず気軽に参加でき奥が深いと
ころが魅力なのでしょうか？

優勝争いはなかなか熱い戦いとなっており
ましたが、ギックリ腰になる方も出ずに怪我
無く無事に大会が終了出来たのは何よりでし
た。

他方で毎回盛り上がる懇親会では、やはり
普段お会いする事も少ない方も多く、おおい
に飲み、食べ、飲み、隣あった方とのお喋り
や自己紹介、野次・・・、やはり若いパワー
はいいですね。　

時間の経過とともに打ち解け和気あいあい
とした雰囲気で交流を深める良い機会になっ
たと思います。　

また、ボウリング大会開催にあたり、景品、
ご祝儀等、お心遣い頂き誠にありがとうござ
いました。

是非他の催しにもご参加頂ければと毎回感
じております。ご協力をお願い申し上げます。

ボ　ウ　リ　ン　グ

第６４回ボウリング大会
３月１４日（木） 上大岡「赤い風船」
 和風ダイニングきざみ上大岡店
優勝　野村　卓也 様　 横浜信用金庫上大岡支店
２位　山本　耕司 様　 株式会社マック
３位　笠原　政利 様　 株式会社八千代ポートリー
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１１月１７日（土）三浦富士から武山へハイキング
＆ミカン狩りを１０名の参加者で楽しんできました。
京急長沢駅を出発して、まず目指のすは三浦富士山頂。
木漏れ日が気持ち良い山道を歩いていると目の前に急
斜面の登場。急遽落ちている木の枝を杖にしてゆっく
り１時間程歩いて三浦富士山頂に到着。山頂からの眺
めが素晴らしくひと休み。続いて砲台山へ。昭和初期
に作られた砲台跡を見学した後、武山山頂に。展望台
からは東京湾、相模湾が一望できました。休憩所でお
弁当を食べて体力回復したところ
で津久井浜観光農園でのミカン狩
りを目指してもうひと歩き。陽当
りの良い場所を見つけこれだと定
めたミカンにはさみを入れ、次は
隣の木へと移動し楽しいひと時を
過ごしました。収穫したミカンを
お土産に帰路へ。

皆で歩くことの楽しさを感じら
れた１日でした。

年賀状の季節でもあり、参加された方はきっと印
刷はとは違い個性ある年賀状とすべく筆をしたためら
れたことかと確信致しております。

最近ではパソコンや携帯（スマホ）を利用したメ
ールやＳＮＳで済ませてしまう方も増えて参りました
が、何となくそわそわした気持で、ポストを覗くのは
お正月ならではかも知れません。

遠方の友、知人を頭に浮かべながら送られてくる

年賀状を読み、思いを巡らせる。
失われつつある文化かも知れませんが、良い習慣

であると思います。
今年は、年賀状に限らず是非手書きで「ハガキ」

や「手紙」を筆でちょっとした事をしたためるのは如
何でしょうか？

粋で、きっと新鮮なはずです。

　自 然 を 楽 し む 会

　和 　 道 　 会
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渉 外 部 だ よ り
会員の皆様こんにちは。渉外部長の岩谷です。渉外

部では、港南区行政に関わる事業などへの参加や実施

協力と、区内でご活躍されている各種地域団体との交

流など、当会が港南区内でその存在感を確立していく

ための活動を今年度も継続して参ります。また、隔年で

実施しております研修旅行については、今年度の様に旅

行の無い年にも日帰りの研修旅行を企画してみたいと考

えております。そして、ご承知のとおり今年は港南区制

50 周年記念事業実施年であり、当会の広告宣伝をする

には滅多にない絶好の機会ですので、今年度は渉外部

単独ではなく各部会協力して一事業を企画し記念事業

に参加する予定です。力及ばず、港南区に当会ありと申

すにはまだまだ努力と相応の時間がかかるとは思います

が、今後も渉外活動を通じ、港南区工業会の名前が区

内で周知される様計画と実行を致します。会員の皆さん

には、研修旅行など内部交流事業はもとより、当会の

対外事業にも積極的にご参加頂き、地元中小企業、或

いは区民という立場にて、地域との関係性を密にするき

っかけとして大いに利用頂きたいと思います。

平成３０年９月１４日（金）に、港南区役所会議室にて、

雇用創出のための意見交換会を実施致しました。

雇用創出における対策と手段については、その効力

は別として色々な角度から策を講ずる事が出来るとは思

いますが、今回は、事業所近隣在住世帯からの女性就

労希望者積極採用について、対象者及び現在既に同様

の条件にて働いている当会会員企業の女性社員、また、

女性労働環境に関連する民間団体の方にもご参加頂き、

当会の会員との対話形式による会議として行いました。

当会の対外事業としては、この様に全く面識の無い

参加者との意見交換など初めての事でしたので議事進

行などにも苦戦するかと予想されましたが、会議スター

トの、３０年度横浜市経済局中小企業振興部平沼部長

による講義が先駆けとなり、それぞれの立場から見た地

元企業での就労を考え、双方の意見を理解し合う事が

出来たと思います。雇用創出という問題については、中

小企業には永遠に付いてまわる課題だとは思いますが、

当会渉外部では、今後も地元雇用を主題として事業を

企画していきたいと考えています。

渉外部長　岩谷　憲和

雇用創出意見交換会
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平成３０年度の研修旅行は、１０月２８日（日）から

２９日（月）の１泊２日で日光鬼怒川温泉へ行ってきまし

た。
１日目は上永谷から一路栃木県へ直行、昼は宇都宮餃

子を食し、大谷石切出し跡の記念館を見学して鬼怒川温

泉にて宿泊。２日目は日光江戸村にて観劇・散策・昼食、

道の駅うつのみやろまんちっく村を途中立寄り地点とし

帰途につく、というコースです。

当日は陽気も程よく秋の旅行日和にて、また、行程中

特に車両渋滞や見学地の混雑などもなくまさに研修旅行

の見本の様に事が運んだと思います。これは良い事なの

ですが、時間が経過した今改めて思い返すと、旅行など

は、大事に至らない範囲において、とかく思いがけない

ハプニングなどが発生した方が後になって話の種になり、

よい思い出づくりになったのかなあと考えたりもします。

次回の研修旅行は、事前案内には記載しないで旅行途

中に初めて披露するなどの計画もしたいと思いますので、

皆さん楽しみに待っていて下さい。また、待てない会員

の方は今年度試行企画ではありますが、日帰りの研修旅

行を企画する予定があります。反響が多ければ例年行事

となりますのでどうぞご参加下さい。

研　修　旅　行
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平成３１年１月２２日（火）に、横浜市立日限山中学校に

て２年生を対象にした職業体験講座を開催致しました。

中学校から要請のあった業種は５から６業種で、その

うちの２業種を当会にて担当し、一つは当会会員であり、

弁護士の石井先生に依頼し、もう一つは建設業として私

が実施致しました。石井先生と私とは別々の離れた場所

でしたので、私のパートでしか申し上げる事は出来ませ

んが、まず、建設業に応募した生徒さんのうち、半数近

くが女子生徒だったのには、今時の職種に男女差がない

環境を踏まえたとしても改めて驚きました。また、この

事は何事にも共通ですが、男子生徒よりも女子生徒の方

が比較的興味深く見学と体験をしてくれた様に思います。

そして、本来の目的は職業を体験する事なのですが学校

側の要望もあり、新車の自走式重機を校内に持ち込んだ

ところ、やはりこれが一番受けた様です。しかし、最後

に建設業について、その重要性や、公費を使っても作ら

なければいけない道路や地下配管公共施設建設の必要性

をわかりやすく説明したところ、参加者の生徒さんそれ

ぞれの目線で理解し

ようとしていたのが

とてもよく伝わって

きて、頭が柔らかい

というのはこういう

ことであったと、凝

り固まった自分の頭

の使い方を反省するよい機会になりました。今後の事業

としてこの職業体験が成り立つかは未だ不明ではありま

すが、若い世代に、我々の培ったきた個別の知識や経験

をダイレクトに伝えるのは、労働と生産による経済社会

構築においてとても重要なことだと思いますし、事業者

の集まりである当会としても可能な限り、また一極集中

ではなく港南区内一円各所に実施する事が望ましいと思

います。

１１月３日 ( 土 )、こうなん子どもゆめワールドが開催

されました。この港南区最大の行事に港南区工業会も参

加しております。

私は所用で手伝いはできず、午後から遊びがてら広報

委員として写真撮影でもと思い顔をだしてきました。

入ってすぐに目につくのが、ゴンドラ車で子供たちを

持ち上げるというイベントです。普段体験できないこと

に子供たちは緊張又

は興奮ぎみでした。

ピンクのはっぴが

目立ちすぐに港南区

工業会の場所は見つ

かりました。「ハマケ

イ」さんによる焼き

鳥、「三本木ひまわり

交流会」による芋煮

汁、特産品の販売が行われておりました。どちらも長蛇

の列で大盛況です。芋煮汁の列に並びましたが直前で完

売となり悔しい思いをしました。今回は餅つきがありま

せんでしたので係りの方は少しは楽だったかもしれませ

ん。

次回は５０周年という特別な年ですので、ぜひ手伝い

をさせていただきます。　　　　　　　　　　（今井晃）

職　業　体　験　講　座

こうなん子どもゆめワールド
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８月４日より８月６日に至り、港南区の地域団体集合

体である港南区ひまわり交流協会による宮城県大崎市三

本木との交流事業が行われました。この事業は、港南区

の小学校並びに三本木の小学校の５〜６年生を対象に参

加募集をし、それぞれ隔年にて地域の生活体験や施設見

学などの機会を参加者へ提供しているものです。当会も

一所属団体として、数年前より開催協力及び必要備品の

寄付などを行っています。その中でも主要な役割は、３

日間の中日に開催するキャンプファイヤーにて、薪手配

及び着火から消火までの管理です。例年は、３名乃至４

名のスタッフで参加しておりましたが、今回は会員７名

と事務局の志澤さんの合計８名で参加しました。毎年参

加している中で思いますのは、当会の役割は事業全体中

ではほんのわずかな部分であり、運営のほとんどは地域

団体の皆さんが事前の打合せ会議や連絡のやりとりを密

に行い、毎年実施に至っている訳で、傍らから見る各団

体の皆さんの地域活性にかける意気込みは、私達中小企

業事業者が日頃の忙しさで忘れてしまっている何らかの

意識を思い出させてくれるように感じることです。昼間

の気温からほぼ変わらず暑い中での火の管理で、ご苦労

をお掛けしたと思いますが、今回初めて参加して頂いた

会員の皆さんにも、キャンプファイヤーの放射熱以上に

熱かったスタッフの皆さんの熱気をきっと感じてもらえ

たであろうと思っています。

港南区制５０周年を迎え、例年実施しているこうなん

ゆめワールド開催時期に区制５０周年事業を盛大に行う

事は皆さんご承知の事と思いますが、港南区工業会もこ

の事業に協賛し、特別企画として " 大人の体力測定 " を実

施します。年少者より高齢者に至り、健康意識が日々高

まっているなか、我々中小企業事業者は往々にして自身

の健康よりも会社の健全性の方を優位にしがちだと思い

ます。私もそうなのですが、本来ならば自分が健康であ

ってこそ会社を健全にする事ができることはわかってい

るのに、普段からの忙しさと責任の多さに圧され、つい

後回しにしてしまっているのではないでしょうか。

今回の企画では、そんなおとなたちの健康を、体力測

定とちょっとした健康診断で思い出してもらいまた、そ

れが周りの仲間たちに拡がっていく事を願い実施致しま

す。具体的内容の詳細は後日ご案内致しますが、当日は

会社のお仲間や、近所の方と連れ立って大勢ご参加下さ

い。また、事業規模が

例年のものと比べ若干

大きい企画なので、会

員の皆さんには運営協

力についてもご相談致

しますのでご協力をお

願い致します。

港南区　ひまわり生活体験交流事業

港南区制５０周年事業〜おとなの体力測定〜
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港南区工業会 活動報告 2018-2019 年
2018 年      　　　　2019 年
 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
 秋 冬 春 夏 

●理事会
9 月１１日

●理事会
１０月９日

●理事会
１１月１３日

◆１２月１１日（火）
第１３2 回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆１０月２８日（日）～ ２９日（月）
秋季研修旅行　鬼怒川温泉   　
２０名参加

◆１１月２日（金）
宮城県大崎市ひまわり交流会関
係者との懇親会　　    ３名参加

◆１１月３日（土）
港南区ひまわり交流会「こうなん
子どもゆめワールド」へ参加

◆１１月２５日（日）～２６日（月）
ひまわりふれあい交流　
ひまわり交流協会三本木訪問  

（宮城県大崎市訪問）　３名参加

◆９月１４日（金）
港南区役所・港南区工業会会
員企業による地元での人材確
保と ( 女性就労希望者 ) 雇用
創出のための意見交換会開催　
２６名参加

◆１１月８日（木） 
和道会 第４回書道　港南地区センター　１１名参加

◆１１月９日（金）　新市庁舎建設現場見学と懇親会　１２名参加

◆１１月１７日（土）
自然を楽しむ会　 １０名参加
三浦富士から武山へハイキング＆ミカン狩り

◆１１月２７日（火）　
セミナー＆忘年会　２４名参加
テーマ「消費税軽減税率対策セミナー～消費税軽減税率導入と消
費税転嫁対策～」
講　師： 清水　透 税理士（清水透税理士事務所）

「港南区工業会会報」
（No. 64）の発行。
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港南区工業会 活動報告 2018-2019 年
2018 年      　　　　2019 年
 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 
 秋 冬 春 夏 

●理事会
１２月１２日

●理事会
２月１２日

●理事会
３月１２日

●理事会
４月１９日

●理事会
５月１４日

●理事会
６月１１日

●理事会
７月９日

◆６月２５日（火）
第１３３回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆１２月１１日（火）
第１３2 回ゴルフコンペ
磯子カンツリークラブ

◆１２月４日（火） 
和道会 第５回書道
 株式会社八千代ポートリー　
１１名参加

◆１月１３日（日）
「港南区健康ランニ

ング大会」へ協賛

◆１月２８日（月）　
新年賀詞交歓会の開催
８０名参加
ローズホテル横浜　

◆１月２２日（火）
横浜市立日限山中学校職業体
験授業講師派遣
講師：（有）一建テック　
　　　上大岡法律事務所 ◆３月１８日（火）

にぎわい座にて、港南区女性団
体連絡協議会主催「港南区制50
周年・区女連50周年記念 第35回
くじょれんチャリティー芸能大
会」が開催。　
特別出演枠で港南区工業会の代
表として、（有）つくだインシュ
アランス 佃 光義氏が出演

◆８月４日（日）～６日（火）
ひまわり生活体験交流事業
8名参加

◆３月１４日（木）　
ボウリング大会と懇親会 
１１社 ３７名参加

「赤い風船」　「和風ダイニング
きざみ 」

◆５月２３日（木）　　
第３８回通常総会・懇親会　
５２名参加
ウィリング横浜１２階　
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■横浜市民共済生活協同組合　　
　上大岡普及サービスセンター
所長　遠藤　貴美子
港南区上大岡西10-29 ケントプラザ
２階
TEL･ 045-842-3840
FAX･ 045-847-0466
URL･https://www.yokohamashimin-
kyosai.or.jp
業種　火災共済事業
新入会員となりました横浜市民共済
の遠藤です。当組合は、神奈川県に
お住まいの方が火災や落雷、水漏れ
など身近に起こる事故に備え、ご加
入いただける地域に密着した火災共
済です。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

■株式会社カネミツ建設
代表取締役　渡

わたなべ

邉　浩
こうじ

二　
港南区港南５−７−１０
TEL･ 045-355-0702
FAX･ 045-355-0724
業種　土木建設業

元受から下請まで幅広い案件を手
掛け、「知恵とコンサルティング・
サービス」を商品として総合的な
コンサルティング建設業を目指し
ています。信用・信頼を第一に考
え、発展途上の会社ではあります
が、これからも変わらぬご愛顧を
お願い申し上げます。

■ポーラザビューティー　
　港南台店
ショップオーナー　横

よこて

手　綾
あやこ

子　
港南区港南台４−３−２安永ビル
３Ｆ
TEL･ 045-832-7374　　　
FAX･ 045-832-7374
業種　サービス業
この度、入会させて頂きましたＰ
ＯＬＡ港南台店の横手と申します。
エステをメインとしたビューティ
サロンです。出張イベントなども
行い地域の皆様に親しんで頂ける
サロンを目指しております。どう

ぞ宜しくお願い致します。

■株式会社クラシード
代表取締役　倉

くらた

田　実
じつお

夫　
港南区上大岡西１−６−１ゆめお
おおかオフィスタワー２３階
TEL･ 045-841-0200
FAX･ 045-841-0207
URL　http://www.kuraseed.co.jp
業種　携帯電話販売・２４時間営業
フィットネスジム・居酒屋・ペットショッ
プ・釣堀他
この度、上大岡法律事務所の弁護
士石井様にご紹介いただきました

（株）クラシードの倉田と申します。
平成３年の創業以来、ここ港南区
を中心に、携帯電話販売等の事業
を展開しております。どうぞ宜し
くお願い致します。

新 入 会 員 の 紹 介

横浜市工業会連合会からのお知らせ
【技術者育成支援事業】

　中小企業の礎となり人材の育成、社内の技術力向上、技術継承を推進するため、従業員の資格取得に
対して受検料を助成します。
助成金申請開始：１０月　「市工連かわらばん」９月号でお知らせしています。

【すぐれたアイディア提案者表彰】
　会員企業における、技術開発、生産性の向上、経費節減等において「すぐれたアイディア」を提案し、
企業の発展に貢献した従業員を顕彰します。
　表彰式は、市工連賀詞交換会とどうじつに行い、賞状と記念品の授与があります。
表彰者募集開始：７月　「市工連かわらばん」７月号で募集記事を掲載しています。

ご不明な点は市工連までお問い合わせください。
お問合先　一般社団法人  横浜市工業会連合会　電話 045-671-7051
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タテの会話（ 左上から縦に並んでいます。番号順ではありません ）
 1･「トムとジェリーはいつもネズミが勝つよな」「まさに窮鼠□□を噛むだな」「そうゆう諺かな？」 
 6 「明日はヒガシカゼが吹くそうです」「それは□□と読むんだよ」「漢検テストに出そうだね」
･ 11･「あのビルの□□□シェルターだという噂だぞ」「前に行ったけど、ただの遊び場だったよ」
･ 2･「ストーブをたくから□□□を買ってきてくれよ」「ガソリンと間違えるなよ」
･ 12 「ボーリング大会やるぞ」「正しくはボウリングです。□□□や温泉の採掘がボーリングらしいです」　
･ 3･「カラオケ大会で□□□曲はきまりましたか？」「それでは、お座敷小唄をお願いします」
･ 8･「この地区ももう少し活性化すればなー」「そういう事ならイー□□□に相談してみたらどうかな」
･ 8･「この街のイベントが□□□□に出ていますね」「相談したらさっそく掲載してくれたよ」
･ 4･「昨年の研修旅行はいかがでしたか？」「□□□□温泉、最高だったよ！」
･ 19･「あー、あのバナナ□□園のあるところだな」「それは熱川温泉ですよっ！」
･ 5･「□□□へば 鐘が鳴るなり 法隆寺」「おっ、芭蕉の句だな」「残念、正岡子規でした」
･ 10･「偉そうにしてると新横浜の手前だって言われるぞ！」「？？？」「大口、□□□っていうことだ」
･ 15･「どんな□□□にも立ち向かってまいります」「がんばれよ。応援するぞ、お金は出せないけど」

ヨコの会話（ 左上から横に並んでいます。番号順です ）
 1 「干支の中で発音が一文字なのはいくつあるでしょう」「えーと。□□□とみといの４つですね」
 3 「おい、□□が動いてるぞ、早く竿をあげないと」「外野は黙ってろよ。まだ餌をつついているだけだ」
 4 「打ち水をすると涼しくなるのはなぜ？」「□□熱といって液体が気体になる時に熱をうばうからよ」
 6 「カラオケ大会で歌う曲はきまりましたか？」「さっきも言ったでしょ、お座敷□□□です」
 8 「□□□の宝箱、中身はなんでしょう」「わかった。タをぬくから中身はカラだな」「正解です」
 11 「６・４・３のダブルプレーだ」「あの選手□□□□□でダブったの？」「学校の話じゃねーよ」
 16 「俺は何もやってないよ！」「疑われるような事はするなよ。李下の冠、□□□の履と言うだろ」
 17 「ちょっと手が離せないんだ、誰か□□□にでてくれ」「・・・」「なんだ、だれもいないのか」
 19 「おまえがやったんだな！」「俺は□□にはめられたんだ。上大岡法律事務所に連絡させてくれー」
 21 「先生、清書はこの□□□□書けばいいですか？」「今回は特別にこちらの和紙をどうぞ」
 24 「数えていると３番目から単位の言い方が変わるのは？」「□□数ですね。日本語は難しい」

ク ロ ス ワ ー ド

パ ズ ル

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

6 13 20 25 15 21 6 2 23 17

20 22 23 12 7 1 25 16 20
？

会話を穴埋めすると
問題がわかるよ！

問　題

わかるところからやってね
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支店長
小佐野　覚

◆熱心で誠実な姿勢
　小佐野様のご出身は横須賀市。しかし、昔から港

南区とは関わりがあり、学生時代には上大岡でアル

バイトもされていたとのことです。そのため、地域

のお祭り等にご参加されるなど、日々地域との親睦

を深めていらっしゃいます。

　そんな小佐野様が横浜信用金庫にお勤めになられ

たのは、高校時代に亡くなられたお父様が金融機関

にお勤めされていたことが強く影響しているそうで

す。最後までお父様が果たせなかった志を今度はご

自身がやり遂げたい、という熱い思いの下、横浜信

用金庫でのご勤務を決意されたそうです。

目配り 気配り 心配り

◆信用金庫とは
　 私 た ち に と っ て、

横浜信用金庫はとて

も身近な存在ですが、

「 銀 行 」 と「 信 用 金

庫」の違いとはどう

いった点なのでしょ

う。そうお尋ねした

際、小佐野様は、そ

の 違 い は「 地 域 性 」

にある、とおっしゃっ

て い ま し た。 お 仕

事としては、銀行とほぼ同じだということでしたが、

横浜信用金庫は、主に営業エリアで事業を営んでい

る方、または在住、在勤されている方が、お客様と

なります。その地域に住むお客様に預金をしてもら

い、そのお金を地域の方に融資し、地域の発展に使っ

てもらう、ということなのだそうです。

　そのため、より「地域とのつながり」が求められ

るのだそうです。先日も、港南区工業会主催のボウ

　横浜市の経済を支える横浜信用金庫。上大岡支店の小佐野様は、お客

様のニーズに応えるため、日々学びの精神を大切にし、誠実にお仕事を

こなされる方だ。
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■会社概要
会　社　名：横浜信用金庫 上大岡支店
支　店　長：小佐野　覚
所　在　地：港南区上大岡西２丁目１５－２３
電　　　話：045-842-6121

［取材後記］
　小佐野様は、終始テンポ良く様々な質問に
答えてくださいました。初めての取材で緊張
していた私たちでしたが、小佐野様の相手を
引き込むお話のされ方に、次第に緊張も解け、
充実した取材を行うことができました。

　小佐野様のそういった素敵なコミュニケー
ション能力が、地域と横浜信用金庫の信頼関
係の一つの大きな懸け橋になっているのだと
感じました。

取　材：佐　藤　明日香（横浜商業高校２年）

　　　　矢　部　大　智（横浜商業高校２年）

◆仲間への思いやりの精神
　横浜信用金庫では、お仕事で必要となる資格を職

員さんが取得するために、定期的に試験を実施され

ているとのこと。小佐野様は、支店長という指導者

の立場として、結果が勿論一番大切だけれど、その

過程も大切にしたい、という思いの下、アドバイス

等を積極的に行われているそうです。

　また、職員さんのみでの運動会等も横浜信用金庫

では行われているとのことで、お客様のみならず、

仲間に対しても温かい企業であることを感じました。

◆仕事への誇り
　「お仕事をされていて、一番やりがいを感じるのは

いつですか？」とたずねると、小佐野様は、「融資を

した後に、『助かったよ、ありがとう。』と言われると、

よかったな、と思います。」とおっしゃっていました。

　親切、丁寧に様々なニーズに応え、地域に寄り添

う温かい横浜信用金庫様の今後のご活躍を願ってい

ます。

リング大会にご参加されたようで、上大岡支店の職

員さんが優勝されたことを、嬉しそうにお話しなさっ

ていました。

◆誰にとっても信頼の置ける企業であるために
　上大岡支店は、駅から少々離れている分、様々な

サービスを行うこと、また、親切、丁寧かつ面倒見

の良い信用金庫であることが大切なのだそうです。

そのため、定期的に地元の様々な企業やお店などを

訪問し、困りごとや要望などを事細かに聞き入れ、

それぞれの目的に合った融資の形、また、サービス

を提供するようにしていらっしゃるとのことでした。

また、お客様とお話しする際には、誠意ある姿勢で

お話しすることはもちろん、最近の経済界のニュー

スなど世の中の常識を知っておくことは当たり前で、

さらに、例えばゴルフが好きなお客様がいらっしゃっ

たら、それに関連づいたお話をする。そのようにして、

会話が円滑に進められること、つまり、コミュニケー

ションを上手にとることはお客様の信頼に直結する

のだと、小佐野様はおっしゃっていました。

　そして、最近はご高齢のお客様も多いため、窓口

業務では、ご高齢の方を座るタイプのカウンターへ

誘導するなど、お客様一人ひとりに対して、臨機応

変な心配りをすることを常に意識しているそうです。
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当会会員
上大岡法律事務所･弁護士･石井･誠

②～セクハラ～
第１　セクハラとは
　セクシャル・ハラスメント（セクハラ）

とは、職場において、一般的な人なら不快だと感じるような
性的な言動のことをいいます。
１　セクハラになりうる発言

　次のような発言は、冗談であったり悪意がなかったりして
もセクハラになりえます。

　・異性経験の回数を聞かせたり、尋ねたりする
　・性的な冗談を言う（いわゆる下ネタ）
　・しつこく食事に誘う
　・「今何してるの？」と何度もメールする
　・「あの子は異性経験が豊富だ」といった噂を流す
　・「まだ結婚しないのか？」「いい人を紹介してやろう」と言

う
　・「子どもはまだできないのか？」と言う
　・「男のくせに」「女のくせに」「女ならこの程度の仕事で十

分だ」と言う
　・気を遣ったつもりで、皆の前で「生理なら早く帰っていい

よ」と言う
２　セクハラになりうる行動

　次のような行動は、悪意がなかったり、部下とのコミュニ
ケーションのためだったとしてもセクハラになりえます。

　・慰労のつもりで肩を揉んであげる
　・身体をジロジロ見る
　・わいせつなポスターを貼ったり、パソコンで閲覧したりす

る
　・わいせつなネタが載っているスポーツ新聞を目のつく所に

置いておく
　・職場の歓送迎会でお酌をするよう指示する
　・歓送迎会の二次会のカラオケでデュエットを強要する
３　よくある勘違いのパターン
　・部下を食事に誘っても、いつも断らないので、好意を持っ

てくれていると思っていたが、部下は、断れなかっただけ
で、本当は嫌だった。

　・部下が下ネタ
にいつも笑っ
て返してくれ
て い た の で、
下ネタもＯＫ
なのかと思っ
たら、部下は
本 当 は 苦 痛
だった。

第２　セクハラにならないためには
　部下を食事に誘ったり、仕事と関係のないメールをしたり
するのも、本当に相手が好意を持ってくれていれば問題あり
ません。
　しかし、職場における上下関係の中で、はっきり嫌とは言
えない人もいます。
　また、下ネタの例をとっても、同僚や同性同士でなら許せ
る言動も、上司や異性から言われたら不愉快と感じる人もい
ます。
　極端な言い方をすれば、相手が嫌だと思えば全てセクハラ
になり得ますので、注意が必要です。

第３　セクハラをされた時の従業員の対応
　・会社に相談窓口があれば相談する
　・同じ業種の会社が集まって労働組合を

結成している場合もあるので、その窓
口に相談する

　・役所や労働基準監督署に相談する
　・セクハラの言動を録音にとっておく
　・セクハラのせいでうつ病になってしまっ

た場合などには労災の認定を検討する。

第４　雇用者側が注意すべきこと
　上司が部下に対してセクハラをしていた場合、会社が監督
責任を問われることがありますので、放置しないことが大切
です。
　ありがちなミスとしては、従業員から相談を受けたのに、
会社としては隠蔽しようとして、「それぐらい我慢しろ」「大
したことない」「嫌なら辞めれば？」といった言動をとって
しまうことです。こういった言動自体が、今度は「パワハラ」
と認定されてしまうこともあります。
　また、「飲み会でのことは業務時間外だから会社は関係な
い」と勘違いしがちですが、歓送迎会、忘年会、新年会、暑
気払いなど、会社の行事として行われる飲み会は、「業務の
延長」ということで、裁判所が会社の責任を認めた例もあり
ます。
　とにかく、「相手が嫌と思ったらセクハラ」ということを
肝に銘じ、軽く考えないことが大切です。

第５　弁護士への相談
　セクハラを受けた従業員が、会社や役所の窓口に相談しづ
らい場合には、弁護士に相談をするのもひとつの方策です。
早めに弁護士に相談・依頼をすることで、有利な証拠を確保
することができ、その後の交渉もしやすくなった、という事
例もあります。
　雇用者側としては、従業員からセクハラの被害申告があっ
た場合、事実関係について十分な調査を行い、被害者である
従業員と加害者である従業員に対する対応を検討する必要
が生じます。そこでの対応を誤ると深刻な労働紛争となって
しまう可能性がありますので、やはり弁護士に早めに相談す
ることが好ましいといえます。
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広 報 情 報 部 だ よ り
広報情報部長　齋藤　保

この会報誌も今号で６５回の発行を迎えることができ
ました。諸先輩方の努力とノウハウが積み重なって現在
の「港南区工業会らしい」誌面ができあがってきたもの
だと改めて感謝いたします。

現在広報情報部は、会報誌の発行やホームページ、
facebook の管理更新、イベント等でのプロジェクター投
影などを中心に情報発信をメンバー４名で和気あいあい
と行っています。特に会報誌の編集会議は完成までに４
−５回集まり、ページの構成から、原稿依頼、取材、写

真選定、そして最後の校正作業までみなさん忙しい中本
当に深い関わりをもっていただいていると感謝しており
ます。

新しい仲間も
随時募集してい
ますので、 興 味
関心ある方は是
非広報情報部に
ご参画下さい。

久しぶりの健康診断。張り切って行ったはいいもの、苦手なバリウムが、、、。生ビールのようにぐい！っと飲めるようになら

ないものかなぁ〜。（さいとう）

若い頃の夢は「風呂上がりにビールと枝豆でナイター中継を観ること」でした。が、現実は「今日はプロ野球ニュースが観ら
れたな、早く帰れて良かった」という感じの日々でした。あの頃「働き方改革」と言ってほしかったなー。この夏はナイター
観戦を飛び越えて、昼の銭湯からの高校野球観戦を楽しんでいます（今井）

孫は来て嬉しい帰って嬉しいのを実感したこの夏でした。（しげ）

最近、ゴルフにますますはまってます。炎天下でも万全の対策をしているのですが、先日、軽い熱中症になってしまいました。
水分は十分取っていたのですが、塩分が足りなかったようです。でも、取り過ぎると高血圧には悪そうで、悩ましいです。（石井）
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本　　社（電機事業部）
〒233−0016　横浜市港南区下永谷3−73−11
TEL 045−826−1288　FAX 045−826−1287

上永谷工場（金型事業部）
〒233−0012　横浜市港南区上永谷2−16−1
TEL 045−844−9860　FAX 045−844−9861
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